
地方創生SDGs官民連携プラットフォーム 様式4-2

マッチングリクエストシート　　【民間企業等入力版】
整理番号：

1 民間企業等名

（民間企業等URL）

2 業種 ① 社団法人・財団法人 ⑨ 卸売・小売業、飲食店

② NPO・NGO ⑩ 金融・保険業

③ 大学・教育機関・研究機関・国機関等 ⑪ 不動産業

④ 農業・林業・狩猟業・漁業 ⑫ 運輸・通信業

⑤ 鉱業 ⑬ 電気・ガス・水道・熱供給業

⑥ 建設業 ⑭ サービス業

⑦ 製造業 ⑮ その他

⑧ 宿泊・飲食サービス業

3 事業内容

（事業内容を御記載ください。）

4 貴団体の強み

（貴団体の強みを御記載ください。）

5 達成したいＳＤＧｓのゴール ゴール１：貧困をなくそう ゴール１０：人や国の不平等をなくそう

ゴール２：飢餓をゼロに ゴール１１：住み続けられるまちづくりを

ゴール３：すべての人に健康と福祉を ゴール１２：つくる責任つかう責任

ゴール４：質の高い教育をみんなに ゴール１３：気候変動に具体的な対策を

ゴール５：ジェンダー平等を実現しよう ゴール１４：海の豊かさを守ろう

ゴール６：安全な水とトイレを世界中に ゴール１５：陸の豊かさも守ろう

ゴール７：エネルギーをみんなにそしてクリーンに ゴール１６：平和と公正をすべての人に

ゴール８：働きがいも経済成長も ゴール１７：パートナーシップで目標を達成しよう

ゴール９：産業と技術革新の基盤をつくろう

6

7 マッチング要望について

① 地域活性化 ⑨ 高齢者福祉・介護

② 移住・定住促進 ⑩ 児童福祉

③ 産業振興・企業誘致 ⑪ 教育

④ 雇用維持・創出 ⑫ 環境対策（循環型社会・新エネルギー対策等）

⑤ 男女共同参画（機会の平等） ⑬ 観光客の誘致・地域PR（インバウンドを含む）

⑥ 交通システム・公共交通対策 ⑭ 情報化（ICT・IoT・AIの利活用等）

⑦ 災害対策・防災・減災 ⑮ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑧ 健康福祉

一般社団法人 こども食堂支援機構

（貴団体が持っているシーズや連携を通じて、

貢献できるテーマについて、御記載ください。）

http://kodomoshokudo.net/

（貴団体の該当する業種を選択ください。）

（17の目標・ゴールの中で、達成したい目標・

ゴールを選択ください。※複数選択可）

（タイトルを50文字以内で御記載ください）

（カテゴリーを選択してください※複数選択可）

・全国のこども食堂支援

・それに関わるソーシャルビジネスのコンサルティング

・SDGs書籍の監修やSDGs関連のイベント共催

◆取り組んできたこと（公開可能なもののみ一部抜粋）

・フードロスを中心に食料を全国のこども食堂に２０万食以上マッチング

・ふるさと納税を絡めたサステナブルツーリズムの実現

・こども食堂に寄付金が落ちるソーシャルビジネスを企業に提示し多数実現

・SDGsを軸としたオープンイノベーションの取組みにて官民連携案件を３ヵ月で複数実現

・47都道府県すべてをカバーする 全国のこども食堂とのネットワーク

・20を超える企業や行政におけるソーシャルプロジェクト立案実績

・それを実現させるためのSDGsイベントを運営メンバーとして主催

SDGｓ推進に向けて取り組んでいること・

今後取り組みたいと考えていること

（SDGs推進に向けた取組や、団体のSDGs

関連の取組に関するWEBページのURL等を

御記載ください。）

http://kodomoshokudo.net/
http://kodomoshokudo.net/
http://kodomoshokudo.net/
http://kodomoshokudo.net/
http://kodomoshokudo.net/
http://kodomoshokudo.net/


①

②

③

8 連携をイメージしている団体

9 地方公共団体等との連携実績・内容

①

②

③

10 マッチング・連携に対する意向

情報収集・共有及び意見交換等を行いたい 連携に向けての具体的な提案がほしい

11 その他

（何かございましたら、御自由に記載くださ

い。）

《任意》

東京都をはじめとする多くの自治体とのフードロス削減事業。

災害対策として備蓄している保存食の中で、消費期限が近くなると新しいものと交換が必要になるが、そのままだと大量の食

糧廃棄が発生してしまう。これら消費期限が近い非常食を全国のこども食堂にマッチングし、こども達に数十万食の届ける一

方、フードロスと廃棄コストを削減した。

（これまでに、地方公共団体等との間でSDGs及び

地方創生に関連して連携した経験等があれば、その

内容（連携先、連携内容など）又はWEBページの

URL等を御記載ください。）

ふるさと納税を使った農産物のPR

通常のふるさと納税（個人版）は返礼品が納税者（寄付者）に届けられるが、これを全国のこども食堂向けにする形式を

実現。

ふるさと納税の面倒な諸手続きを自分のためにしない層の中で「こどものためなら動く層」にリーチします。

地域の「外」のこども達を通じて地域の特産物が届くことにより、地元の特産物を強力にPRします。

各種講演

代表理事の秋山は、ベストセラーのSDGs本の監修や国内最大級のSDGsオンラインイベントの主催をしています。

ソフトバンクグループの事業提案制度優勝者でもあり、内閣府表彰のソーシャルイノベーションを数多く実現しているため、

福祉からマーケティングまで、机上の空論ではなく、聞いた方がSDGsやイノベーションを実現するためのリアルをお伝え可能で

す。

（参考Yahoo!ニュース＠慶應大学⇒https://news.yahoo.co.jp/byline/ishidosatoru/20181129-

00105772/）

（連携を想定している地方公共団体や民間

企業等の規模感や地域・業種等があれば、御

記載ください。）

（連携先に提案できる内容について、詳細を御記載ください。）

実質無料のこども食堂支援

売上の一部がこども食堂の支援になる自販機/非常食などのご紹介。特定のこども食堂や地域限定での寄付もできるため、

特定の自治体さまが民間向けにPRし、その結果発生した売上の一部を地域のこども食堂限定で寄付する協業も可能です。

（実績アリ）

①予算は出せないがSDGsの取組みを行いたい企業および行政担当者さま

②解決すべき課題が明確でありながら対応策に苦慮する行政担当者さま

③こどもの健全な成長のために何かを実施したい方

松山市とのサステナブルツーリズム。

市が持つ潜在的なSDGs資産を発掘し、これを絡めたSDGsツアーをANA社らと協創。モニターツアーに「コロナで修学旅行に

行けなくなったこども」を招待する建付けを導入した結果、企業版ふるさと納税の希望企業も獲得。

貴団体が持っているシーズ、強みとしているもの

で、どのような連携が提案できそうか、実際の連

携イメージ等、事業提案の内容が想定できる

ものがあればお答えください。

※取り組みの詳細が分かる既存の資料など

（概念図、チラシ・パンフレット等PRできるも

の）があれば、お送りください。

埼玉県とのこども食堂共同支援事業。

一般社団法人 こども食堂支援機構が監修した、こども食堂支援の製品/サービスを県がPRし、

それによって発生した寄付金を埼玉県社会福祉協議会の"こども応援基金"に全額寄付。

この枠組みが共感を集め、大手企業の参画やミスワールドジャパンの広報販促支援も

（https://mwjsaitama.base.shop/）

《任意》


